
 

                

令 和 元 年 ８ 月 ９ 日  

 

 

「特殊車両」通行許可違反！ 警告書を交付 

～違反車両への指導を徹底します～ 

 

 

 

 

特殊車両を通行するには道路管理者の許可が必要となります。（道路法第47条の2第1項） 

 

・交通上の支障となり重大な事故を引き起こす可能性 

・橋や路面舗装を傷つけ、道路附属物の破損を起こす一因 

  

国国土土交交通通省省でではは違違反反者者対対策策のの強強化化（（※※））をを進進めめてていいまますす。。  

 

※「道路の老朽化対策に向けた大型車両の通行の適正化方針」下記参照 

https://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_000420.html（国土交通省ホームページ） 

 

記 

 

 １ 実施日時 令和元年 ８月６日（火） １３：３０～１５：３０ 

 ２ 実施場所 一般国道３８号 山部車両計測所（富良野市字山部：別紙参照） 

 ３ 取締結果 計測車両 全３台 うち違反車両 ２台 

   （違反の内容）  無許可       １台 

            無許可（連結違反） １台      

   （指導の内容）  警告書交付            

  

旭川開発建設部では、道路を違法に利用している車両を排除し適正な利用を促進するため、下記のとお

り特殊車両（一定の重さ･大きさを超える大型車両）の取締りを行いました。 

計測車両３台のうち２台で違反が確認されたため、当該車両の運転手に対し、指導を実施しました。 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 旭川開発建設部  

        公物管理課 課  長  佐藤 明人（0166-32-2072） 

       課長補佐  木下 靖久（0166-32-1475） 

旭川開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/as/ 

旭川開発建設部公式 Twitter アカウント @mlit_hkd_as 

これらの防止に向け 

https://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_000420.html


北海道開発局 旭川開発建設部



別　紙

●実施場所　　山部車両計測所（富良野市山部）

実施場

出典：国土地理院

至帯広
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■道路構造令の設計車両の諸元と車両制限令の一般的制限値の主な比較



過積載車両が道路に損傷を与えます

道路法ほか各種法令遵守意識
の向上のため、全道各地におい
て不定期に特殊車両の指導取締
りを実施しています。

道路脇に設置された“指導取締
基地” 等に車両を引き込み、重
量・寸法を計測します。

なお、違反車両については、道
路管理者と警察とが一体となっ
て取締ります。

特車申請方法
（オンライン申請）

検索

事務所や自宅などで、インターネットを利用して、パソコン画面を
見ながら申請書の作成や、オンラインでの申請ができます。
窓口に出向かなくても申請や許可証の交付が受けられるほか、
様々な利点があります。

※詳しくはHPへ→ 特殊車両 オンライン

特殊車両取締 り を 実施違反車両が道路に及ぼす影響

http://www.tokusya.ktr.mlit.go.jp/PR/index.html

